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令和 2 年 9 月定例愛知県議会(9 月 20 日～10 月 13 日) 

晩秋の候 皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃は、福田よしおの活動に格別のご

理解とご指導を賜り心から感謝申し上げます。さて新型コロナウイルス感染症感染拡大により地域行事の

中止、移動の自粛とあらゆる場所で感染防止対策が求められ経験したことのない生活が続き、特に夏の酷

暑には運動不足、感染ストレスなどで体調不良を生じた方も多数おみえと存じます。また秋の訪れととも

に GoTo キャンペーンで国民の観光移動が始まり、引き続き感染防止対策の徹底が必要となっています。

さて、9 月愛知県議会は新型コロナウイルス感染症対策として医療体制の充実強化、中小企業や商店街支

援、地場産業や畜産物流支援、公共交通支援など一般会計補正予算 804 億 4,072 万余円、特別会計を

2,900 万円増額する内容ですが、新型コロナウイルス感染症の影響により本年度の県税のうち法人事業税

を 200 億円、特別法人事業贈与税を 200 億円減額し、その対策として地方交付税の決定増と県債の増額

で財源確保しました。また条例関係は「愛知県新型コロナウイルス感染症対策推進条例」制定など 7 件、

工事変更契約や人事案件など計 34 件の議案を審議し、採決の結果全議案原案どおり可決、承認、同意す

るとともに令和元年度決算(一般会計、特別会計、公営企業会計)は休会中継続審査となりました。また愛知

県議会として大規模災害時や感染症などでも委員会に「オンライン出席」ができるように委員会提案第 1

号「愛知県議会委員会条例の一部を改正する条例」を可決し、意見書 5 件も全会一致で可決しましたが

「大村秀章愛知県知事辞職勧告決議」は各会派での審議並びに議会運営委員会での審議を経て本会議にお

いて賛成少数により不採択となりました。結びに新型コロナウイルス感染症の感染拡大とインフルエンザ

の感染が危惧される中、皆様には秋から初冬に向かい寒暖差により体調を崩さないようくれ

ぐれもご自愛いただき一層のご支援とご指導を賜りますようお願いしご挨拶といたします。 

 

立皇嗣の礼(令和 2 年 11 月 8 日皇居・宮殿)  
天皇陛下の弟、秋篠宮さまが皇位継承順位１位「皇嗣(こうし)」として宣言される儀式「立皇嗣の礼」が

行われ、愛知県議会は天皇陛下と皇嗣殿下に議長名で賀詞を奉呈しました。    
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愛知県新型コロナウイルス感染症対策推進条例制定 

 新型コロナウイルス感染症のまん延による県民生活や地域経済に及ぼす影響に対応するため、県民や事業者の責

務を明らかにするとともに県が実施する対策の基本事項を定め、関係法令の措置と相まって県民の生命や健康を保

護するため条例を制定しました。県の責務(総合的な対策の推進)、県民の責務(正しい知識を踏まえ感染予防及びま

ん延防止に努める)、事業者の責務(感染予防やまん延防止措置及び施設における感染防止措置の掲示等)を定めると

ともに、県、県民、事業者は高齢者や障害者など新型コロナウイルスに感染した場合に重症化の危険が高い者等に

対し、適切な配慮に努めることとしている。また全国で初めて県独自に「警戒事態宣言」を発出できるよう規定し

ました。 

愛知県議会委員会条例の一部を改正する条例 

 愛知県議会には 8 常任委員会(総務企画、県民環境、福祉医療、経済労働、農林水産、建設、教育・スポーツ、警

察)と 5 特別委員会(行財政改革・地方創生調査、産業イノベーション推進、安全・安心対策、人づくり・福祉対

策、アジア競技大会調査)があり、提案された議案が委員会に付託された場合や特別調査すべき事項がある場合に委

員会が招集されますが、新型コロナウイルス感染症など重大な感染症のまん延や地震、台風など大規模な災害が発

生し議事堂に参集できない場合に映像と音声を送受信する「オンライン」を出席の特例として委員会に出席できる

ように改正したものです。 

経済労働委員会議案質疑 (第 115 号議案 令和 2 年度愛知県一般会計補正予算(第 11 号)) 

質問要旨(福田よしお) 新型コロナウイルス感染症対策新サービス創出支援事業費は 6 月定例議会で予算額 1 億 

5,037 万 6 千円が計上され議決し更に今議会に予算額 1 億 5,000 万円の増額予算が提案されたが、どのよう 

な経緯でこうなったのか、また補正増額の考え方について伺う。 

答弁要旨(中小企業金融課長) ６月補正予算成立後の 7 月 10 日から 8 月 14 日までを公募期間として、補助対象

事業を公募したところ中小企業・スタートアップ合わせ 615 件の申請があった。当初の採択予定件数の 30 件

程度を大幅に上回るもので、現行のままでは採択率が 5％を下回り極めて低い採択率となる。今回、中小企業者

が実施する感染症対策のための新サービス・新製品の開発及び開発後の販路開拓の取組みを全力を挙げて後押し

していくため６月補正予算と同額の１億 5,000 万円を９月補正予算に計上し採択件数の枠を拡大することとし

た。なお、当補助金は国の令和２年度第 1 次補正予算である「地域企業再起支援事業費補助金」を活用してお

り、今回の増額分についても国から既に内示を受けている。 

＜補助内容＞補助上限額：500 万円、補助率：３／４以内 

＜補助対象経費＞人件費、委託料、旅費等のうち販路開拓や開発に必要な経費 

＜最終申請件数＞ 615 件（中小企業 552 件、スタートアップ 63 件） 

質問要旨(福田よしお)  現在の状況と審査状況や補正予算議決後のスケジュールはどうか。 

答弁要旨(中小企業金融課長) 事務局で９月中旬までに全ての申請内容の精査を終え、９月下旬に外部の審査員を

含めた審査委員会を開催し補助金の採択候補を決定したところである。今後は補正予算の可決成立を受けた 10

月中旬に予算範囲内で補助金の交付決定を行い、事業者に対してその旨通知する。採択事業については、迅速に

新サービス・新製品を普及される必要があることから、交付決定後はスピード感をもって補助事業の進捗管理を

行っていく。なお、国の緊急事態宣言発出日となる４月７日以降で申請事業に要した経費についても、4 月 7 日

にさかのぼり補助対象としていく。 

質問要旨(福田よしお)  審査会を経て最終的にどの程度採択されるのか。 

答弁要旨(中小企業金融課長) 中小・小規模企業約５０社、スタートアップ

約２０社合計約７０社の採択を見込んでいる。 

質問要旨(福田よしお) 新サービス・新製品の創出としてどのような申請があったのか。 

答弁要旨(中小企業金融課長) 中小・小規模企業からは感染の要因となっている「隙間」「ズレ」「さわる」の感染

リスクを低減した紐のない医療従事者専用マスクの開発、非対面・遠隔によるオンライン運用のサーマルカメラ

付ロボットの開発、遠隔操作ロボットを開発した非対面案内・巡回サービスの提供、接触者のデータベース集積

により、濃厚接触者の把握が可能となるもの、また飲食店向けの入店管理システムの開発として赤外線センサー



による検温とカメラ撮影によるマスクの有無を確認し、検温済証を発行するものや無人で屋内を自動走行し除菌

作業が行える自動走行ロボットの開発などの申請があった。 

答弁要旨(スタートアップ推進課長) スタートアップ関連として建設現場向け打ち合わせアプリケーションとして

スマートフォンで現場情報を共有できるアプリケーションを開発し、各種施工業者による打ち合わせ等での３密

を回避するものや医療機関向けＡＩ自動受付・会計システムの開発、ＡＩによる検温、顔認証患者特定等を行い

電子カルテ等と連携した非接触・非対面式受付、会計システムなどの開発、さらにスポーツジム向け顔認証個人

特定及び追跡システムとしてマスク着用でもジム利用会員を特定し体温、ジム内での行動等を把握して感染ルー

トを特定するなどの申請があった 

要望(福田よしお) 多様な提案があり、できる限り採択すべきと考える。予算の範囲と補助 

 制度の上限にもよるが、このような素晴らしい支援は毎年実施していただくよう要望する。 

採択  事業所：「有限会社ミユキブラザーズ工業」（東郷町・建設業） 

 実例  事業名：感染拡大防止用簡易隔離 BOX の商品開発及び販路開拓事業  

令和 2 年 11 月臨時愛知県競馬組合議会(令和 2 年 11 月 2 日) 

第 6 号議案 令和 2 年度補正予算(第 1 号)                       弥富トレーニングセンター 

   歳入歳出予算の総額に 150 億 5,575 万 6 千円を追加し、総額を 608 億 4,878

万 6 千円とする。その内容は馬券売り上げ収入を 150 億 1,400 万円増額するもの

で、今年度はコロナ禍で当初から無観客の競馬開催を続け馬券の発売もインターネ

ットのみに制限してきたが、名古屋競馬では対前年比 152.5％と好調な売り上げと

なった。歳出では開催経費のうち売り上げに連動して競馬法に基づき勝馬投票券の

的中者に払い戻す払戻金を 111 億 2,042 万 3 千円増額とインターネット投票事業

者への委託料 18 億 5,051 万 2 千円、全国公営競馬主催者協議会負担金 3,353 万 2 千円、地方競馬全国協会

交付金２億 5,581 万 4 千円で馬券の売り上げに応じて団体に支払い、今回の売り上げ増と競馬運営費の差引額

17 億 5,371 万 9 千円を経営再建事業推進基金(以下「基金」という)に積み立て、施設管理費４,１７５万 6 千

円は調教関係者住宅 1 棟の耐震対策を含めた改修工事を行う経費で、PFI 事業(民間資金等の活用

による公共施設の整備)により行っている名古屋競馬場移転整備等事業の増額分で財源は基金から

の繰入金を充てる。そのほか新競馬場スタンド前に設置する「大型映像装置」が馬場改修に合わ

せて設置が困難となったことから次年度に繰り越すため 8,400 万円を繰越明許費に、調教関係者

住宅 1 棟の耐震対策を含めた改修工事(5 棟は解体)を行う 7 億 2,354 万 7 千円とその事業監理

2,661 万 7 千円を債務負担行為に追加する。 

第 7 号議案 特定事業契約の変更について                 

  公営企業としては初の PFI 手法を活用する競馬場移転及び維持管理業務事業「名古屋競馬場移転整備等事業」 

のうち調教関係者住宅の計画変更(6 棟解体から 5 棟解体、1 棟耐震対策及び改修)に伴い 7 億 6,530 万 3 千円 

を追加し、契約金額を 131 億 7,330 万３千円とする。 

愛知県地域防災計画「再」修正(令和 2 年 7 月 31 日修正) 

6 月県議会の一般質問で指摘した項目が迅速に修正されました。今後も安心安全で「災害に強い愛知」をめざし

ていきます。修正概要は次のとおりで各市町村防災計画も修正される予定です。 

1 避難所における感染症対策の推進「新型コロナウイルス感染症対策を含む感染症対策」 

(1) 避難所における過密抑制対策 

 市町村においては平常時から防災担当部局と保健福祉担当部局が連携して、避難所における避難者の過密抑

制と分散避難等感染症対策の観点を取り入れた防災対策を推進する。 

(2) 避難所におけるマスク・消毒液の備蓄等 

      難所におけるマスク及び消毒液の備蓄を進めるとともに、避難者に対してマスクなど感染防止対策資材を携

行した避難を呼びかける。  



2  災害リスクととるべき行動の理解促進「令和元年東日本台風の教訓を踏まえた取組」 

(1) ハザードマップなどの配布・回覧等により居住地域の災害リスクやとるべき行動等の周知 

(2) 避難に関する情報の意味の理解促進(安全な場所にいる人は避難の必要がないことを含む) 

(3) 豪雨時などは事業者によるテレワーク、時差出勤、計画的休業等の適切な外出抑制の実施 

3 長期停電・通信障害への対応強化「令和元年房総半島台風の教訓を踏まえた取組」 

(1) 事業者における停電、通信障害発生時の被害状況の把握、被災者への情報提供の体制整備 

(2) 病院など重要施設の非常用電源確保の推進 

(3) 重要施設の非常用電源設置状況のリスト化など電源車等の配備調整の円滑化 

(4) 通信障害の状況を関係機関と迅速な共有 

 

意見書(5 件)を可決 (文案は愛知県議会ホームページをご覧ください。) 

〇防災・減災、国土強靭化の推進についての意見書  〇地方財政の充実・強化についての意見書 

〇小規模事業者に対する支援の強化についての意見書 〇地域公共交通への支援の強化についての意見書 

〇地方自治体のデジタル化の着実な推進についての意見書 

  以上 5 件の意見書を可決し 10 月 13 日付で衆参両院議長、内閣総理大臣および主務大臣に送付しました。 

イベント情報  マイカーで「走る、曲がる、止まる」運転技術を確認してみませんか? 

1 日 時 2021 年 2 月 13 日(土) 9 時～ 15 時 (40 名程度) 

2  場 所  東郷町和合「オートプラネット特設会場」(国道１５３号沿いです) 

3  内 容 「オートテスト」(ハンドル操作と車庫入れを組み合わせ約 300 メートルのコース予定) 

4 主 催  JAF 加盟クラブ チームＺＥＳＴ (チームゼスト 代表 増田好祥)  

5 協 力 JAF 愛知支部、JMRC 中部モータースポーツ振興懇話会、JAF 加盟クラブ MASC 

6 参加費 JAF 会員 4,000 円 一般 5,000円    詳細は Web応募サイトでご確認ください 

7 参加申込み(1 月 10 日申込み開始)  電話申込み JAF 愛知支部事業課 052-872-3685 新藤     

Web 応募サイト 「 JAF モータースポーツ」で検索⇒オートテスト⇒オートテスト開催予定⇒ 

⇒2021 年 2 月 13 日「オートテスト in オートプラネット」をクリックして応募サイトをご覧ください。 

新型コロナの感染状況により中止する場合があります。 

 

9/13 三好愛知ライオンズクラブ献血例会

（イオンアイモール三好店駐車場） 

9/21 織田英嗣氏出版記念祝賀会 

「ガンからの贈り物」 

（東京オリンピック聖火ランナー） 

9/19 2020 日進展表彰式 

(日進市民会館) 

11/5 愛知県議会経済労働委員会県内調査 

（刈谷市ジェイテクト高等学園） 

10/23 愛知県競馬組合県内調査 

（弥富トレーニングセンター） 

10/30 日進市で交通安全支援活動 
11/8 第 3 回東郷乱舞コスプレ 

（イーストプラザいこまい館） 


